
大 手前 大 学 論 集 第11号(2010)pp.29-42

昔話 「天 国の仕立屋 」 の記述 をめ ぐって

一 ヴ ィ ク ラ ム の シ ュ ヴ ァ ン ク か らグ リ ム の メ ル ビ ェ ンへ 一

大 島 浩 英

要 旨

GeorgWickramの 滑 稽 話 集DasRollwagenbuchlin(1555)(『 車 中 つ れ づ れ 話 』)に 収 め

む 　
られ たSchwank。Wieeinschneyderinhimmelkumptandunsersherrgottsful3schamel

nacheineraltenfrauwenharabwirfft."(「 一 人 の仕 立 屋 が 天 国へ とや っ て 来 て 、 神 様 の 足

台 を 老 婆 め が け て 投 げ 下 ろ し た 話 」)を 下 敷 き に し て 、 グ リ ム 兄 弟 はKindey-and

Hausmliychen(1857)(『 子 供 と家 庭 の 昔 話 』)の 中 で 。DerSchneiderimHimmel"

(KHM35)(「 天 国 の 仕 立 屋 」)と い う メ ル ビ ェ ン を再 話 した 。 本 論 考 で は ヴ ィ ク ラ ム の

原 文 、 現 代 語 訳 、 グ リ ム の再 話 を そ れ ぞ れ 比 較 す る こ とに よ って 、 初 期 新 高 ドイ ツ語 か

ら現 代 語 へ と移 行 す る際 の音 変 化 、 中 世 高 地 ドイ ツ 語 の 影 響 、 書 記 法 の 揺 れ 、 不 安 定 な

語 順 と時 制 表 現 な どが 明 らか と な り、 そ して グ リム が 再 話 す る際 に は 、 登 場 人 物 に対 し

て ヴ ィ ク ラ ム に は な か っ た独 特 の 性 格 付 け を行 い この 話 に 笑 い 話 的 な 印 象 を与 え て い る

こ と、 また 具 体 的 で 詳 しい描 写 や 慣 用 句 が 増 え た こ とで 、 本 来 の 口伝 え の 文 体 か ら離 れ

て い く様 子 な どが 明 らか とな った 。

キ ー ワ ー ド 初 期 新 高 ドイ ツ 語 、 シ ュ ヴ ァ ン ク、 グ リ ム童 話 、 昔 話 、 ドイ ツ文 献 学

は じめに

グ リ ム 兄 弟(JacobGrimm,WilhelmGrimm)が 蒐 集 した 童 話 集 、Kindey-and

Hausmaychen(『 子 供 と家 庭 の 昔 話 』)は1812年 に初 版 が 出版 され て 以 来何 度 も改 訂 さ れ、

1857年 に発 行 さ れ た 第7版 を もっ て 決 定 稿 と され て い る。 この 第7版 に は200話 の 昔 話

が 収 め られ て お り、 そ の 中 の35番 目に 。DerSchneiderimHimme1"(KHM35)(「 天 国

の 仕 立 屋 」)と い う話 が あ る 。 こ の 話 は 、16世 紀 のSchwank(滑 稽 話)集 の 一 つ で あ る
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GeorgWickramのDasRollwagenbuchlin(1555)(『 車 中 つ れ づ れ 話 』)に 収 め ら れ た

む　
　Wieeinschneyderinhimmelkumptandunsersherrgottsful3schamelnacheineralten

frauwenharabwirfft.``(「 一・人 の 仕 立 屋 が 天 国へ とや っ て 来 て 、 神 様 の 足 台 を 老 婆 め が け

て 投 げ 下 ろ した 話 」)に 基 づ い て グ リム 兄 弟 が 再 話 し た もの で あ る とい わ れ て い る 。 本

稿 で は16世 紀 に書 か れ た ヴ ィ ク ラ ム に よ るSchwankを 基 本 と して 、 こ の 原 文 の ドイ ッ語

表 現 をGerhardSteinerに よ っ て 訳 さ れ た現 代 語 訳 と比 較 しな が ら、 ま ず16世 紀 の初 期 新

高 ドイ ッ語 テ キ ス トと現 代 語 との 語 法 上 の 差 異 や 問 題 点 を拾 い 出 し、 さ ら に こ の話 が19

世 紀 の グ リム 童 話 集 で は ど の よ う な形 に な っ て再 話 され て い る の か とい う こ と を 明 らか

に し た い 。 な お 、 本 稿 で グ リム とい う場 合 は 主 に弟 のWilhelmGrimmを 指 して い る。

引 用 文 、 語 形 はす べ て 原 文 表 記 の ま まで あ る た め 、 語 の 綴 りが 現 代 語 と は異 な る場 合

が あ る。 下 線 、[_]は 筆 者 。

使 用 テ キ ス ト:Wickram,Georg:DasRollwagenbuchlin(1555).TextnachderAusgabe

vonJohannesBolte.(Reclam)Stuttgart1968.S.180‐182.

Steiner,Gerhard:JorgWickram・DasRollwagenbuchlein.Berlin1981.

S.236-238.

BruderGrimm:Kinder-andHausmlzrchen.Band1,hrsg.vonHeinz

Rolleke.(Reclam)Stuttgart1980.S.192‐195.

1

Wieeinschneyderinhimmelkumptandunsersherrgottsful3schamelnacheineralten
e

frauwenharabwirfft.

(一 人 の 仕 立 屋 が 天 国へ とや って 来 て 、 神 様 の足 台 を老 婆 め が け て投 げ 下 ろ した 話)

ヴ ィク ラ ム は こ の話 の 表 題 をkumpt、harabwirfftと い う よ う にい ず れ も現 在 形 の 定 動

詞 を 用 い て 現 在 時 制 で 表 現 して い る が 、 シ ュ タ イ ナ ー の 現 代 語 訳 で は そ れ ぞ れkam、

herabwarfと い う過 去 時 制 で 訳 され て い る 。 この 文 は 接 続 詞wieに 導 か れ る 副 文 の 表 現 で

あ るが 、DasRollwagenbuchlinに 収 め られ た 他 の 話 の 表 題 で は 現 在 、 過 去 の 時 制 が 入 り

混 じっ て 用 い られ て お り、 時 制 に 関 す る 明 確 な 区 別 は 行 わ れ て い な い もの と思 わ れ る。

また 、 ヴ ィ ク ラ ム は 原 文 でschneiderに は不 定 冠 詞einを 付 け 、inhimmelkumptで はhim-

me1の 前 に方 向 の 意 味 を 表 わ す4格 の 定 冠 詞denを 省 略 し て い るが 、 こ れ に対 し て グ リ

ム は こ の 話 に 。DerSchneiderimHimmel"(「 天 国 の 仕 立 屋 」)と い う表 題 を付 け、 ヴ ィ

ク ラ ム で は 不 定 冠 詞 が 付 さ れ て い たSchneiderを 定 冠 詞 付 き に 変 更 し、 さ ら にim

Himmelと い う規 定 を加 え る こ と に よ っ てSchneiderの 特 定性 を表 現 して い る。

e

Eshatsichbegebenaneinemschonentag,dasunserherrgottspatzierenwoltgehen,
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unndnamallseineapostelandheyligenmitihm,alsoda13niemandsdaheimimhimmel

bliebdannalleinsanctPeter;[...]

(あ る晴 れ た 日に 神 様 が 散 歩 を し よ う と お 思 い に な り、 す べ て の 使 徒 と聖 者 を連 れ て 行

か れ た の で 、 天 国 に は聖 ペ テ ロた だ一 人 以 外 誰 も残 っ て い な か っ た。)

ヴ ィ ク ラ ム の 原 文 で は現 代 語 訳 と同様 に物 語 が まず 現 在 完 了 時 制 で 書 き 出 さ れ て お り、
り

現 在 と関 連 付 け な が ら過 去 の 出 来 事 へ の 導 入 が 意 識 され て い るが 、 こ れ に対 して グ リ ム

はEstrugsichzu,[_]と い う過 去 形 で 話 を 書 き 出 し、 現 在 とは切 り離 され た表 現 を用

い て い る。 さて 語 順 に つ い て は、Eshatsichbegeben[_]で 過 去 分 詞begebenが 文 末

へ 移 動 して い な い た め 枠 構 造 が 不 完 全 と な り、 また[ _]spatzierenwoltgehen,[_]

(現 代 語 訳:[_]spazierengehnwollte[_])で はdasに 導 か れ る 副 文 内 でwoltが 後 置 さ

れ て お らず 、 さ ら にそ れ に 続 くnamで も 同様 の 現 象 が 見 られ る た め 、 こ の テ キ ス トで は

定 動 詞 後 置 が ま だ 未 整 備 の状 態 に あ る と言 え る。 語 末 音 消 失 も ヴ ィク ラム で は頻 繁 に見

られ 、 こ こ で はwoltの 語 末 音eが 脱 落 して い る 。 さ て この 箇 所 に つ い て 、 グ リ ム で は

spatzierenwoltgehenをsichergehenwollte(「 迫 遥 す る 」)と 雅 語 を用 い て 書 き直 し、 異

な っ た 位 相 の 表 現 を与 え て い る 。 ま た 、 前 置 詞mitに 続 くihmは こ の場 合herrgottを 受 け

て お り、 現 代 語 で は再 帰 代 名 詞sichを 用 い る と こ ろが 人 称 代 名 詞 で 代 用 され て い る こ と
　ラ

か ら、両者の使い分けがまだ定着 していない段階にあることがわかる。次に、dad文 内

のniemandsは 主語 として機能 してお り現代語では1格 にされるが、ヴィクラムの原文

ではこれが2格 で用い られているため、これは数量を表わす語を伴わず単独で用いられ
ヨラ

た 部 分 の2格 で あ る と考 え られ る。 ま た 、 現 代 語 で はniemandと 呼 応 して 使 わ れ る 「～

以 外 」 を表 わすalsは 、 ヴ ィ ク ラ ム の 原 文 で はdannと い う別 の語 で 表 現 され て い る 。

さ て ヴ ィ ク ラ ム は こ の 話 に登 場 す る聖 人Peterに 対 し、 聖 者 で あ る こ と を 表 わ す た め

にsanctと い う語 を付 してsanctPeterと 記 して い るが 、 グ リム は こ れ をderheiligePetrus

と して ゲ ル マ ン語 系 の 表 現 に 書 き改 め て い る。 な お 、 神 を表 わ す 語 と して ヴ ィク ラ ム は

unserherrgottを 用 い て い る が 、 こ れ に対 して グ リム で は まず 最 初 の 行 でderliebeGott

(「親 愛 な る神 」)と 表 現 し、 そ れ以 降 はderHerr(「 主 」)と い う語 を使 用 して い る。

4)[
...];dembefalcher,da13ergedachteandniemandseynliesse,dieweylerau13wer,

unndzochalsodarvon.

(ペ テ ロ に 神 様 は 、 自分 が 外 出 して い る 問 は 注 意 し て誰 も 中へ 入 れ な い よ うに と命 じて 、

そ れ か らお 出 か け に な っ た)

こ こ で はbefalchに お い て 、mhd.bevelhenの1、3人 称 単 数 過 去 形bevalchと い う、 中

世 高 地 ドイ ツ語 の 語 形 が ほ ぼ そ の ま まで 残 っ て お り、 またziehenの3人 称 過 去 形zochに

は文 法 的 子 音 交 替 が 見 られ る な ど、 初 期 新 高 ドイ ツ 語 へ の移 行段 階 に お け る 中 高 ドイ ツ

語 の 影 響 が 見 て取 れ る。 ま た 、werの 語 尾 に もeの 語 末音 消 失 が 起 こ っ て い る 。
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さ て グ リム は こ の箇 所 を、DerHerrhatteihmbefohlen,wahrendseinerAbwesenheit

niemandeinzulassen.と 表 現 して 、 「神 の 不 在 中 に は誰 も中 へ 入 れ ない よ うに 」 と命 令 す

る内 容 をzu不 定 句 を用 い て簡 潔 な 表 現 に 変 え、 そ して この 文 全 体 を過 去 完 了 時 制 で 表 現

す る こ とに よ っ て、 神 様 が 使 徒 や 聖 人 た ち を引 き連 れ て 散 歩 に 出 か け る 前 の 時 点 で この

命 令 が な され た 、 とい う時 間 的 な ず れ を う ま く表 現 して い る。ら　
Nunkameinschneyderfurdenhimmel;derklopffetan.SanctPeterfraget,werdawer

e____________e

andwaserwolte.Derschneydersagt:　 Ichbineinschneyderandwoltgerninhimmel."

(そ こへ 一 人 の仕 立 屋 が 天 国 の 前 へ とや っ て 来 て 、 門 を 叩 い た 。 聖 ペ テ ロ は 、 そ こ に い

るの は 誰 か 、 何 が 望 み か と尋 ね た 。 仕 立 屋 は 言 っ た。 「私 は仕 立 屋 で 、 天 国 に 入 りた い

の で す 。」)

こ こ で は 前 置 詞furが 現 代 語 のvor「 ～ の 前 」 とい う意 味 で 用 い られ て お り、U→oへ の

母 音 変 化 が 見 ら れ る 。 ま た 、yはiと 同 じ音 価 と し て 用 い られ て お り、schneyder,

diewey1な ど語 中 で 二 重 母 音 の 一 部 と して 現 れ る が 、 不 定 冠 詞einに は 現 れ て い な い 。 次

に 動 詞 の 変 化 語 尾 に つ い て は 、klopffet,fragetで 過 去 形 語 尾 一teが一etとな り、 英 語 の一ed型

と類 似 した 形 態 と な っ て い る。 またwer,sagt,woltで は い ず れ も過 去 形 語 尾 にeの 語 末

音 消 失 が 見 られ るが 、eの 脱 落 が 起 こ っ て い な いwδlteも 並 存 して お り、 語 末 音 の消 失

現 象 に も揺 れ が 見 受 け られ る。

さ て こ こで 、 ペ テ ロの 問 い掛 け に対 して ヴ ィ ク ラ ム で は 。Ichbineinschneyder"と 自

ら の 職 業 の み を 答 え て い るが 、 グ リ ム で は 。IchbineinarmerehrlicherSchneider",

antworteteeinefeineStimme,[_]と い う よ う に、 「貧 し く、 正 直 な」、 「か 細 い 声 」 と

い っ た仕 立屋 自身 に つ い て の性 質 が 述 べ られ 、 仕 立屋 の 性 格 付 け が な され る こ とで登 場

人 物 の 印象 付 けが 行 わ れ て い る よ う に思 わ れ る。 さ ら に グ リム は 、 。[_],duhastlange

FingergemachtanddenLeutendasTuchabgezwickt."(「 お ま え は手 癖 が 悪 くて 、 人 の

布 地 を切 り取 っ て盗 ん で い るで は な い か 」)と ペ テ ロが 仕 立 屋 を 非 難 す る発 言 を挿 入 し

て お り、 こ こで も仕 立屋 の 犯 罪 歴 、 人 物 像 が 述 べ られ る こ とに よ っ て 強 い 性 格 付 け が な

され て い る 。 この 仕 立屋 は天 国 に 入 る こ と を拒 否 され るが 、 留 守 中 に 天 国 に は誰 も入 れ

る な と い う神 様 の 言 い付 け だ け が そ の 理 由 で は な く、 この 仕 立屋 の 罪 も また 天 国 に入 れ

な い 理 由 と して 付 け加 え られ て い る。

SanctPetersprach:　 lchdarffniemandseynlassen.Dannunserherrgotistnit

daheimen,undwieerhinweggieng,verbotermir,ichsoltgedenckenunndniemandseyn-

lassen,dieweylerau13wer."

(聖 ペ テ ロ は言 っ た 。 「私 は誰 も中 へ 入 れ て は い け な い 。 とい うの は神 様 が ご不 在 だ か ら

だ 。 そ して 神 様 が お 出 か け に な る 時 、 神 様 の 外 出 中 は 注 意 して 、 誰 も中へ 入 れ な い よ う

に と神 様 は 私 に命 じ られ た の だ 。」)
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こ こで 、 神 様 が 散 歩 に 出 か け る 際 に 、 「留 守 中 は誰 も中 へ 入 れ る な 」 と ペ テ ロ に 命 じ

る箇 所 で はverbot「 禁 止 す る」 とい う語 が 用 い られ て い る。 この 語 の 後 に は、 「ペ テ ロ

が 注 意 して 、 神 様 が い な い 問 は誰 も中へ 入 れ て は な ら な い」 とい う 内 容 の 文 が 続 くた め、

これ で は 「留 守 中 に 誰 も中へ 入 れ て は な ら な い」 こ と を禁 止 す る とい う意 味 に な り、 意

味 的 に 矛 盾 が 生 じ る よ うに 思 わ れ る。 これ に 対 して シ ュ タイ ナ ー の 現 代 語 訳 で はgebot

(<gebieten)「 命 じる」 とい う語 が 用 い られ て お り、 こ れ で 意 味 的 な矛 盾 は 解 消 され て

い る。 従 っ て、 ヴ ィ ク ラ ム は 「誰 も中へ 入 れ て は な ら な い」 とい う禁 止 の 意 味 を さ ら に

強 調 す る た め にverbieten「 禁 じる 」 とい う語 を重 ね て用 い た と考 え られ る。 グ リム は

この 箇 所 に対 して 、 。derHerrhatmirverboten,solangeerdraul3enware,irgendjemand

einzulassen."(「 主 は 私 に、 ご 自分 が 留 守 に して い る 問 、 誰 か を 中へ 入 れ る こ とを 禁 じ ら

れ た の だ 。」)と 表 現 し、verboten(「 禁 じる 」)と い う語 を使 い な が ら も論 理 的 に 矛 盾 し

ない 文 に 書 き改 め て い る。

さ て 語 法 面 で は 、 理 由 を表 わ す 接 続 詞dennの 代 わ りにdannが 用 い られ て 両 者 が 混 同

さ れ て お り、 ま た 、 古 い 従 属 接 続 詞dieweylに 対 して グ リム で はsolangeが 、 さ ら にau13

(外 出 中)に 対 して 現 代 語 訳 で はfort、 グ リ ム で はdrauf3enが そ れ ぞ れ 対 応 して お り、 各

版 で 表 現 の 違 い が 見 られ る。

6)a

Aberderschneiderlie13nitnachsanctPeternzubittenandbewegtinmitseinemlangen

bittendahin,da13erihnverwilligethineynzelassen,[...]

(し か しそ の 仕 立 屋 は 聖 ペ テ ロ に しつ こ く頼 み 込 み 、 仕 立 屋 の 執 拗 な 懇 願 に 仕 方 な くペ

テ ロ は仕 立 屋 が 中へ 入 る こ と を許 した 。)

こ こ で はschneider内 の 二 重 母 音 はeyで は な くeiと 記 述 さ れ て お り、 ま た 人 称 代 名 詞

で はinとihnが 、 さ ら に ゜Zuが語 中 で はzeと して そ れ ぞ れ 並 存 し、 表 記 の 揺 れ が こ こ に も

見 られ る。 また 、verwilliget(<verwilligen)と い う語 形 は現 代 語 で は 使 用 され な い た

め 現 代 語 訳 で はeinwilligen(「 承 諾 す る」)が こ れ に 対 応 し、 前 つ づ りver一とein一との 交 替

が 行 わ れ て い る。

さ て ヴ ィ ク ラ ム で は、 仕 立 屋 が ペ テ ロ に対 して 天 国 に入 れ て くれ る よ う に しつ こ く懇

願 した 、 とい う記 述 だ け で仕 立 屋 は 天 国 に入 る こ と を許 さ れ て い る が 、 グ リ ム で は こ こ

に仕 立 屋 の 、 「自分 は足 を引 きず っ て 歩 き(。Ichhinke,[_]")、 そ の た め 足 に まめ が で

き て し ま って も う引 き返 す こ と は で きな い 」 とい っ た 同情 を 引 く発 言 を 挿 入 し、 さ ら に、

alleschlechteArbeittun(「 ど ん な い や な仕 事 もす る 」)、dieKindertragen(「 子 供 た ち

の 世 話 もす る 」)、dieWindelnwaschen(「 お む つ を洗 う」)、dieBankesaubernand

abwischen(「 ベ ンチ を拭 き掃 除 す る」)、ihrezerrisseneH-eiderflicken(「 子 供 た ち の 破

け た 服 も繕 う」)、 な ど具 体 的 な発 言 内 容 を 挿 入 し、 天 国 に 入 る た め な ら何 で もや る と

い っ た仕 立 屋 の ひ ょ う きん な 姿 勢 を描 き、 笑 い話 的 な 性 格 付 け を行 っ て い る。

一33一



大手前大学論集 第11号(2010)

　ラ
[...],dochmitdemgeding,ersolteineinemwinckelhinderderthurennfeinzuchtig

unndstillsitzenn,damit,wennunserherrgottkeme,da13erseinennitwarnemeunnd

　う
zornigwurde.Dasverhief3erim.

(し か し、 神 様 が戻 られ た 時 、 仕 立 屋 に気 付 い て お 怒 りに な らな い よ う に、 仕 立 屋 は 扉

の 後 ろ の 隅 に お とな し く静 か に座 っ て い る こ と、 とい う条 件 付 き だ っ た 。 仕 立 屋 は ペ テ

ロ にそ れ を 約 束 した 。)

こ こ に現 れ たthiirenn(単 数3格),unnd,sitzennと い っ た 語 に は す べ てnの 重 ね 書 き

が 見 られ 、thiirennに つ い て は 別 の 箇 所 で 、 い ず れ も単 数4格 でhinderdiethiirenあ る い

はhinderdiethiirと い う異 な っ た 表 記 もな され て お り、 こ の 語 につ い て も書 記 法 に揺 れ

が 生 じて い る 。 目的 を表 わ す 従 属 接 続 詞damitに 導 か れ る 副 文 内 で は 、 さ らに 「～ す る

こ と」 を表 わ す 従 属 接 続 詞dadが 重 ね て 挿 入 さ れ て い るが 、 現 代 語 で は こ のdadは 省 略

されdamitの み で用 い られ る。 また 、warnemeの 目的 語 と し て現 代 語 訳 で は 人 称 代 名 詞

erの2格seinerで 表 現 され る と こ ろ が 、 ヴ ィ ク ラ ム の 原 文 で はseinenと い う形 式 を取 っ

て お り、 こ こ に は指 示 代 名 詞derの2格dessenの 語 尾 との 類 似 性 を見 る こ とが で きる 。

さ て グ リム で は仕 立屋 を天 国 に 入 れ て や る際 に、ausMitleiden(「 同 情 心 か ら」)と い

うペ テ ロ の 心 情 の 描 写 や 、仕 立 屋 に 関 して はdemlahmenSchneider(「 足 の 悪 い 仕 立屋 」)、

mitseinemdurrenLeib(「 や せ 細 っ た 体 」)と い っ た描 写 を加 え、 こ こで も登 場 人物 に

具 体 的 な イ メ ー ジ を 与 え て い る 。 ま た 、 天 国 の 門 の 開 け 方 に つ い て も 、Derheilige

Petrus[...]offnete[...]dieHimmelspfortesoweft,daf3er[...]hineinschlupfenkonnte.

とい う よ う に 、 「聖 ペ テ ロ は、 仕 立 屋 が ぎ り ぎ り入 れ る だ け の 幅 しか 天 国 の 門 を 開 け な
　ラ

かった」 という描写がなされてお り、状況に緊張感 と視覚的印象が付加 されている。

II

Alsosatztersichhinderdiethurenineinwinckel,unndsobaldsanctPeterfurdiethur

e

hinaul3gehet,stehtderschneideraufandgehtinnallenwincklenimhimmelharumband

besichteinsnachdemanderen.

(そ して 仕 立 屋 は 扉 の 後 ろ の 隅 に 座 っ て 、 ペ テ ロ が 扉 の 前 へ 出 て 行 くや い な や 立 ち 上

が っ て天 国 の あ らゆ る と こ ろ を 隈 な く歩 き回 り、 次 々 と見 て 回 っ た 。)

天 国 に入 っ た 仕 立 屋 が 天 国 を 隅 々 ま で見 て 回 る 際 に 、 グ リム で はvollNeugierde(「 好

奇 心 い っ ぱ い で 」)と い う こ と ば を付 け 加 え、 仕 立 屋 の無 邪 気 な性 格 を表 現 して い る。

さ て こ こで は、 ま ず 再 帰 動 詞satztの 語 末 音eが 消 失 して い る が 、 さ らに 現 代 語 の 過 去

形 で はsetzteと な るべ き と ころ が 原 文 で は 逆 ウ ム ラ ウ トし た ま まの 形 で あ り、 母 音 交 替

が ま だ進 ん で い な い状 況 が 見 られ る。 ま た ヴ ィ ク ラ ム の 原 文 で は こ れ ま で す べ て過 去 時
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制 で物 語 が 記 述 さ れ て き た が 、hinaul3gehet,steht,geht,besichtで は 現 在 形 動 詞 で の 表

現 に移 行 し て い る 。 現 代 語 訳 で は こ れ らの 箇 所 もす べ て 過 去 形 動 詞 で 表 現 さ れ て い る た

め 、 ヴ ィ ク ラ ム は こ こで 情 景 をあ りあ り と描 写 す る た め に、 歴 史 的現 在 を用 い た の か も

しれ な い 。

e

Zuletstsokumpterzuvilenschonenandkostlichenstulen,underwelchenindermitte

ユのむ
eingantzguldinersesselstund,darinnvilkostlichesedelgesteinsversetztwas;[...]

(最 後 に彼 は、 た く さん の 美 しい 高 価 な椅 子 が あ る と こ ろ へ や っ て 来 た 。 そ れ らの椅 子

の 真 ん 中 に はす べ て が 金 で で き た安 楽 椅 子 が 置 い て あ り、 そ の 椅 子 の 中 に は高 価 な 宝 石

が ち りば め ら れ て い た 。)

さ て こ こ で も現 在 形 動 詞kumptを 用 い た記 述 が な さ れ て い る が 、 こ の 後 か ら はstund,

wasと い う よ うに 過 去 形 で の 語 り と な り、 客 観 的 表 現 に戻 っ て い る 。 ま た、sessel(「 安

楽 椅 子 」)を 修 飾 して い る 形 容 詞guldinerは 現 代 語 で はgoldenerと な る よ う に、 舌 の 位 置

が 下 が っ てu→o、i→eへ と母 音 が 変 化 す るSenkungの 現 象 が こ こ に は 見 ら れ る 。

数 量 を 表 わ す 語 を 伴 わ な い 部 分 の2格 に つ い て は す で に 触 れ た が 、vilkostliches

edelgesteinsで は数 量 を表 わ すvilが 名 詞 と して 添 え られ 、 これ にkostlichesedelgesteins

が 部 分 の2格 と して か か る現 象 が 見 られ る 。 ま た 、 動 詞versetztの 前 綴 りに 関 して は 、

現 代 語 訳 で は基 礎 動 詞setzenの 過 去 分 詞 と して のgesetzt、 グ リム で は[_]mitglanzen-

denEdelsteinenbesetztwar(「 輝 く宝 石 を ち りば め た」)と い う よ うにver-,ge-,be一 が ほ

ぼ 同様 の 状 況 を描 写 す る前 綴 り と して 現 れ て お り、ver一が 独 自 に もっ て い る 意 味 変 形 作

用 は こ こで は見 られ ない 。

e____e

[...];erwasauchvilhoherdannderanderenstulkeiner,vorwelchemauchein

guldinerful3schamelstund;auffdemselbigensesselsa13unserherrgott,wennerdaheim

　 むe
was.Derschneyderstundstillvordemsesseleingateweilenandsaheinstatigsan;dann

　ラ
erimamallerbastenunderdenanderengefiel.

(そ の 椅 子 は他 の 椅 子 の ど れ よ り もず っ と高 く、 そ の前 に は金 の 足 台 も あ っ た 。 神 様 が

お られ る 時 は そ の椅 子 にお 座 りに な る の だ 。 仕 立 屋 は こ の安 楽 椅 子 の 前 に しば ら く立 っ

て 、 そ れ を じっ と眺 め た。 とい う の は 、 そ の 椅 子 が 他 の 椅 子 の 中 で も最 も仕 立 屋 の 気 に

入 っ た か ら だ。)

さ て こ こで は 、 原 文 のvilhoherdannderanderenstulkeinerと い う表 現 に対 して 、 グ

リ ム はvielhoheralsdieubrigenStuhle(「 他 の 残 りの椅 子 よ り もず っ と高 い」)と い う よ

う にdannをalsと し、 ま たkeinerに か か るザ ク セ ン2格 と い っ た 回 り く ど い 表 現 を 避 け

て 、 読 み や す い 文 体 に書 き改 め て い る の が わ か る 。 語 法 面 で は、 °einguteweilenで、 ま

ずeinにeの 語 末 音 消 失 が 見 られ 、 またweilen(4格)で は 前 述 のhinderderthiirenn(3

格)と 同 様 に 、 現 代 語 で はTiir(あ る い は 方 言 でTiire)、Weileと な るべ き と こ ろ が そ れ
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それ女性名詞でnの 語尾が添えられている。動詞saheで は、3人 称単数過去形の不規

則変化動詞の語尾にも、規則変化動詞の過去形語尾の影響を受けたeが 現れている。ま

た、理由を表わすdannは 現代語のdennに 相当するが、現代語のdennが 並列接続詞 とし

て語順 に影響 を与えないのに対 して、 ここでは従属接続詞 として用い られて定動詞

gefielが後置されている。
0

Alsogehterhinzuandsetztsichinndensessel.Wieernunalsositzt,sichternidsich

andsichtalleding,wasaufferdengeschicht.Underanderemaberersichtereinalte

frauwen,welchefirernachbeurineinunderbandgarnstilt.Darvondannderschneyder

erzurnet,nimptdenguldinenful3schamelandwirrftdennachderaltenfrauwendurchden

himmelauffdieerdenhinab.

(そ れ か ら仕 立 屋 は こ の 安 楽 椅 子 に歩 み 寄 り、 そ の 中 へ 座 っ た 。 彼 が 座 っ て い る 問 眼 下

を見 下 ろ し、 地 上 で起 こ っ て い る こ との す べ て を 見 た 。 と りわ け 、 隣 の 女 か ら一 束 の 糸

を盗 ん だ 一 人 の 老 婆 が 見 え た 。 そ れ に腹 を立 て た仕 立 屋 は金 の足 台 をつ か ん で 天 国 か ら

地 上 の 老 婆 め が け て投 げ つ け た 。)

こ の 部 分 で は再 度 、geht,setzt,sitzt,sicht,sicht,geschicht,ersicht,stilt,erziirnet,

nimpt,wirfftの す べ て の動 詞 が 現 在 形 で 現 れ て お り、 基 本 的 に過 去 形 で 語 られ て 来 た こ

の 話 が こ こに 来 て再 び 現 在 時 制 へ と移 行 して い る。 前 述 の 箇 所 で も 同様 の こ とが あ っ た

が 、 語 り手 の 意 識 が 自然 に変 化 して 写 実 的 な描 写 へ と移 行 した歴 史 的現 在 か 、 あ る い は

目で 読 む話 よ り も、 語 って 聴 か せ る話 とい う意 識 が働 い た 結 果 な の か も しれ な い。

次 に 副 詞nidはmhd.nider「 下 へ 」 が 省 略 さ れ た 形 と考 え られ 、 こ こ で は 人 称 代 名 詞

で は な く再 帰 代 名 詞 を伴 っ たnidsichが 「眼 下 に」 と い う意 味 合 い で用 い られ て い る が 、

現 代 語 で は こ の 部 分 をuntersichと 前 置 詞 句 で 表 現 して い る 。 ま た、auferdenで も女 性

名 詞3格 でthUrenn,weilenと 同 様 、 語 尾 にnが 付 加 され て い る 。 関 係 代 名 詞 の 用 法 で は、

wasが そ の 前 の 先 行 詞alledingを 受 け る不 定 関 係 代 名 詞 と し て機 能 して い る が 、 現 代 語

訳 で はalleDinge,die[_]と な り定 関係 代 名 詞 が 用 い られ て い る た め 、不 定 関 係 代 名 詞

の 適 用 範 囲 が 初 期 新 高 ドイ ツ語 で は現 代 語 よ り広 か っ た もの と思 わ れ る 。

さ て この 箇 所 で グ リム は 、 仕 立 屋 が 神 様 の 安 楽 椅 子 に座 る 際 の 描 写 にdenVorwitz

nichtbezahmen(「 好 奇 心 を抑 え られ ず に」)と い う表 現 を付 け加 え、 こ こで も仕 立 屋 の

性 格 付 け を 行 っ て い る 。 そ して この 仕 立 屋 が 神 様 の 安 楽 椅 子 に座 っ て下 界 を見 下 ろ しそ

こ に見 た もの は、 ヴ ィ ク ラ ム で は あ る老 婆 が 隣 の女 か ら一 束 の 糸 を盗 む様 子 で あ っ た が 、

グ リム で は 小 川 で 洗 濯 を し て い る 老 婆 が 二 枚 の ベ ー ル を わ きへ くす ね る([_]zwei

Schleierheimlichbeiseitetat)と い う場 面 に変 わ っ て お り、 こ こ に一 枚 で は な く二 枚 の

ベ ー ル を盗 む欲 深 さが 強 調 さ れ て い る だ け で は な く、 さ らに 老 婆 をeinealteha131iche

Frauと 表 現 して 「醜 い 」 とい う 評 価 を 加 え て い る こ とか ら、 こ こ に グ リム の 女 性 蔑 視
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　　ラ
の 姿 勢 を指 摘 す る 意 見 もあ る 。 ま た こ の こ と は 、 ヴ ィ ク ラ ム のnachderaltenfrauwen

「老 婆 に 向 か っ て(足 台 を投 げ つ け る)」 と い う表 現 を グ リム がnachderaltenDiebin

「年 老 い た泥 棒 女 に 向 か っ て 」 とい う露 骨 な 表 現 を用 い て い る と ころ に も見 受 け ら れ る 。

e_________e

Donunderschneiderdenschamelnitmererlangenmocht,schlicherhupschlichau13

e

demsesselunndsatztsichwiderhinderdiethuranseinaltesortlinandthetdergleychen,

alswennernirgendsdagewesenwer.

(さ て 仕 立 屋 は も はや 足 台 を 手 に入 れ る こ と は で き な い の で 、 椅 子 か らそ っ と下 りて 再

び扉 の後 ろの も とい た 場 所 に座 り、 ど こ に も行 か な か っ た か の よ う な ふ りを した 。)

こ れ ま で 現 在 形 で 書 か れ て い た 文 章 が こ こ か ら は 、schlichや 逆 ウ ム ラ ウ トを起 こ し

て い るsatztと い っ た 動 詞 の形 を見 て もわ か る よ うに 、 再 び本 来 の 過 去 形 に戻 っ て 話 が 客

観 的 に記 述 さ れ い る 。 ま た、 現 代 語 のfate,wareに そ れ ぞ れ 対 応 す るthet,werは 接 続 法2

式 の形 態 で は あ る が 語 末 音 のeが 脱 落 し て い る。 さ ら に 、nirgendsdaと い う場 所 の 記

述 に対 して 現 代 語 で はnirgendssonstと して 、 「他 の ど こへ も行 か な か っ た 」 こ とが 強 調

され て い る。 さ て この 部 分 に 対 応 す る グ リ ム の記 述 で は、alsoberkeinWassergetriibt

hatte「 ま る で 水 も濁 さ な か っ た か の よ う に(二 気 が 弱 くて悪 い こ と は何 も で き な い)」

とい っ た慣 用 句 が 用 い られ て い るが 、 口伝 え の昔 話 で は本 来 この よ うな 言 い 回 しは 使 わ
　ヨラ

れないといわれてお り、読み物 としての性格がここに表れていると考えられる。

皿

Alsnununserherrgottwiderheimkam,warderdesschneydersnitgewar;wieersich
e

aberinnseinensesselsetzt,mangleterseinesschamels.AlsofragtersanctPeter,wosein

e

schamelhinkommensey.SanctPetersagt,erwul3teesnit.

(さ て 神 様 が お 帰 りに な られ た 時 、 神 様 は 仕 立 屋 に気 付 か な か っ た 。 しか し神 様 が 自分

の 椅 子 に 座 られ た 時 、 足 台 が なか っ た 。 そ こ で神 様 は聖 ペ テ ロ に、 足 台 は どこへ 行 っ た

の か とお 尋 ね に な っ た 。 聖 ペ テ ロ は存 じ ませ ん と言 っ た 。)

さ て こ こ で 、 神 を表 わ す 表 現 と して ヴ ィ ク ラ ム で はunserherrgottと 表 現 す る の み に

と どめ て い るが 、 グ リ ム は前 述 のderliebeGott(「 親 愛 な る神 様 」)に 加 え て 、derHerr

undMeister(「 支 配 者 た る 主 な る神 」)がmitdemhimmlischenGefolge(「 天 国 の お 供 を

引 き連 れ て(帰 っ て くる)」)と い っ た 表 現 を用 い て お り、 これ に よ っ て 神 の 絶 大 さが 意

図 的 に 強 調 さ れ キ リス ト教 的色 彩 が 強 め られ て い る よ う に思 わ れ る。

こ の段 落 はheimkam,wardな どの 過 去 形 動 詞 で 書 き 出 され て お り、 こ れ に 続 くsetztは

逆 ウ ム ラ ウ ト して い な い 形 で 語 末 音 のeが 脱 落 し た 過 去 形 動 詞 と して 、 同様 にfragt,

sagtも 語 末 音 消 失 した 過 去 形 動 詞 と考 え る の が 妥 当 と思 わ れ 、 従 って こ の 部 分 は過 去 形

一37一



大手前大学論集 第11号(2010)

で の 記 述 が な され て い る も の と考 え られ る。 ま たmangletも 現 代 語 の 規 則 変 化 動 詞man-

gelnの 過 去 形mangelteに 対 応 す る もの だ が 、 こ こで は 「人 」 を1格 の 主 語 に し て 、2格

目的 語 を取 る古 い表 現 が な さ れ て い る。 これ は現 代 語 で あ れ ば2格 目的 語 を1格 の 主 語 、

「人 」 を3格 と して 、[_],mangelteihmseinScheme1と い っ た 文 で表 現 され る。

さ て 次 に、 「足 台 は ど こへ 行 っ た の か 」 とい う部 分 のhinkommenは 完 了形 の 過 去 分 詞

で 用 い られ た も の で 、 従 っ てhingekommenと い う よ う に現 代 語 訳 及 び グ リ ム で も前 綴

りge一が 付 加 さ れ て い る が 、 ヴ ィ ク ラ ム で は過 去 分 詞 に こ の前 綴 りge一が 見 られ な い 。 前

綴 りge一は動 作 の 完 結 を 意 味 す る た め 現 代 語 で は 過 去 分 詞 の 目印 の よ うに 添 え られ る よ

う に な っ た が 、 本 来 か ら完 了相 の 意 味 を もつ 動 詞 の 過 去 分 詞 に は古 高 ドイ ツ語 、 中 高 ド

イ ツ語 で はge一が 付 加 さ れ な か っ た 。 そ の影 響 が16世 紀 の こ の 文 献 に も ま だ 見 られ る も
　　ラ

の と思 わ れ る 。

　 　
Dofragterweyter:　 Waristdagewesen?Hastniemandhareyngelassen?"Erantwort

andsprach:　 Ichwei13niemandt,derhinnenistgewesen,danneinschneyder,dersitzt

nochdahinderderthuren."Dofragetunserherrgottdenschneyderandsprach:　 Wo

e-一 一 一 一…… 一 一一 一15)h
astmirmeinschamelhingethon?Hastduihnnichtgesehen?"

(さ らに 神 様 は お 尋 ね に な っ た 。 「誰 か が こ こ に い た の か 。 お ま え は誰 か を中 へ 入 れ た の

か 。」 ペ テ ロ は 答 え て言 っ た 。 「そ この 扉 の 後 ろ に ま だ 座 っ て い る仕 立 屋 以 外 に は 、 天 国

の 中 に い た 者 は誰 も知 りませ ん 。」 そ こで 神 様 は 仕 立 屋 に 尋 ね て言 っ た 。 「お ま え は 私 の

足 台 を ど こへ や っ た の か 。 お ま え はそ れ を見 なか っ た か 。」)

.Hastniemandhareyngelassen?"と い う文 で は主 語 のduが 省 略 さ れ て お り、 こ の現 象

は 。Wohastmirmeinschamelhingethon?"に も見 られ る 。hastと い う 人 称 変 化 した 動 詞

形 か ら主 語 が 特 定 で き る た め 主 語 が 省 略 され た もの と思 わ れ る が 、 現 代 語 に も見 られ る

hastduの 縮 約 形hasteの 語 末 音 が 消 失 した もの と も考 え られ る 。 ま たantwortで は語 末 音

のeの み な らず 、 過 去 形 の 語 尾 一teその もの が 脱 落 して い る。 次 にniemandt,derhinnen

istgewesen,danneinschneyderで は、niemandtに 「～ 以 外 」 を表 わ すdannが 呼 応 して

い るが 、 現 代 語 で はdannに 代 わ っ てalsが 用 い られ る 。 ま たderに 導 か れ る 関 係 文 の 中 で

現 在 完 了 の 助 動 詞istが 後 置 さ れ て お らず 、 定 動 詞 後 置 が こ こ で も ま だ 不 完 全 な 状 態 に

あ る こ とが わ か る。

さ て この 箇 所 で グ リム は仕 立 屋 に 対 してeinlahmerSchneider「 足 の 悪 い仕 立 屋 」 と

い う表 現 を して お り、 前 述 の 。Ichhinke,[_]"(「 私 は足 を 引 きず っ て い ます 」)と 同 じ

よ う に 、lahmと い う語 を挿 入 す る こ とで 仕 立 屋 の特 徴 付 け を 再 度 行 っ て い る 。 ま た グ

リ ム は、Dafragteerweiter,oberjemandhereingelassenhatte.(「 彼(神 様)は 彼(ペ

テ ロ)が 誰 か を 中 へ 入 れ た の か ど うか を さ らに 尋 ね た 。」)、[_]undfragteihn,ober

denSchemelweggenommenandwoerihnhingetanhatte.(「 そ し て、 彼(仕 立 屋)が 足
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台を持っていったのどうか、 また足台をどこへやったのか、 と(神 様は)尋 ねた。」)な

どの ように間接話法を用いているが、ヴィクラムはこれ らを直接話法で表現 しているた

め、ヴィクラムの方が素朴でわか りやすい、語 りに適 した文体 と見ることができる。そ

して、命令 を守 らず神の留守中に仕立屋 を天国に入れて しまったペテロを、神は非難す

ることもなく話が進んでいくという緊張感のなさ、これについてはグリムで もここでペ

テロと仕立屋を叱るとい うエピソー ドを加えず、何 らの決着 をつけることなくこの件を

素通 りして話を進めているが、こういったメリハ リのなさがこの話を印象に残 らない も
　の

のにしていると小澤は指摘 している。
　　ラ

Derschneidererschrack,gabmitforchtunndzitterenantwortandsprach:　 Ichbinin

e

deinemsesselgesessenandhabgesahen,wiedaundenaufferdeneinaltefrauwfirer

nachbeurineinunderhandBarngestolenhat;darabicherzurnetbinwordenunndhabden

む 　
ful3schamelnachitgeworffen."

(仕 立 屋 は驚 き、 恐 れ震 え なが ら答 えて 言 っ た 。 「私 はあ な た の 安 楽 椅 子 に座 り、 下 の 地

上 で 一 人 の 老 婆 が 隣 の 女 か ら一 束 の 糸 を盗 む様 子 を見 た の で す 。 そ れ に 私 は腹 を 立 て て、

足 台 を老 婆 め が け て 投 げつ け ま した。」)

こ の 部 分 で はgab[_]antwortと い う、 現 代 語 に お い て よ く現 れ る動 作 名 詞 を伴 っ た

機 能 動 詞 の 表 現 が 、 初 期 新 高 ドイ ツ語 で 書 か れ た この 文 献 に も見 られ る とい う点 は 興 味

深 い 。 さて 、 神 様 に 問 い 質 さ れ た 仕 立 屋 は 、 ヴ ィ ク ラ ム で は驚 きmitforchtunndzit-

teren(「 恐 れ 震 え な が ら」)答 え るの だ が 、 こ れ に対 して グ リ ム で はfreudig(「 うれ し そ

う」)に 答 え る と な っ て お り、 こ れ ら は全 く正 反 対 の 反 応 で は あ るが 、 グ リム の よ う に

freudigと す る こ と に よ っ て 仕 立 屋 の 無 邪 気 で 喜 劇 的 な性 格 の 印 象 付 け が こ こ で もな さ

れ て い る よ うに 思 わ れ る。 語 法 面 で は 、[_];darabicherzUrnetbinworden[_]と い

う箇 所 に お い て 、darabが 従 属 接 続 詞 の よ うに 感 じ られ た の か 完 了 の助 動 詞binがdarab

に続 く第2番 目に 置 か れ ず 、 ま た完 全 に 後 置 もさ れ て い な い とい う統 語 上 の 未 整 備 さが

見 られ る 。

Dowardunserherrgottzornigfiberdenschneyderandsprach:　 Hey,duschalck,solt

e

ichsomanchsmaleinschamelnachdirgeworffenhaben,alsofftduzevilgerengeschnit-
e___e

tenandinsauggeschobenhast,ichhettewederstulnochbanckmerimhimmel."

(す る と神 様 は この 仕 立屋 に腹 を 立 て て 言 っ た 。 「お い 、 こ の い た ず ら者 め 。 お ま えが 多

くの 端 切 れ を切 り取 っ て仕 立 て 台 の 隙 間 に押 し込 む た び に お ま え に足 台 を投 げつ け て い

た ら、 天 国 に は椅 子 もベ ンチ も な くな っ て し ま うだ ろ う。」)

こ の 部 分 で は 、 「そ の 時 」 を 表 わ すdoが 現 代 語 で はdaと な り母 音 に 変 化 が 生 じて お り、

ま た原 級 比 較 の 現 代 語so～wieの 対 応 は ヴ ィ ク ラ ム で はso～alsで 表 わ さ れ て い る。 ま た

solt(語 末 音 消 失)か ら始 ま る文 はwennが 省 略 さ れ た 副 文 で あ る た め、 これ に続 く主 文
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は 定 動 詞 が 倒 置 され る は ず で あ るが 、 こ こ で は 認 容 文 の よ う にichhette[_]と 定 動 詞

が 正 置 さ れ た ま ま の語 順 で 表 現 され て い る 。

さ て こ こで は、alsofftduzevilgerengeschnittenandinsauggeschobenhast(「 お ま

え が た くさ ん の 布 切 れ を切 り取 っ て 、 仕 立 て 台 の 隙 間 に 押 し込 む た び に」)と い う記 述

が 見 られ 、 ヴ ィ ク ラ ム の テ キ ス トで は こ こで 初 め て この 仕 立 屋 に も盗 み の 罪 が あ る とい

う こ とが 明 らか に さ れ る。 この 箇 所 に対 応 して グ リ ム は 、Ichhatteschonlangekeine

Stuhle,Banke,Sessel,jakeineOfengabelmehrbiergehabt,sondernallesnachden

Sundernhinabgeworfen.(「 と うの 昔 に椅 子 もベ ン チ も安 楽 椅 子 も暖 炉 の 火 か き棒 さ え

も はや 私 の と こ ろ に無 くな る ど こ ろか 、す べ て を罪 び とた ち に投 げ つ け て い た だ ろ う。」)

とい う記 述 を して 、 そ の 中 で仕 立 屋 や 盗 み を働 い た 老 婆 を 「罪 び と(Sunder)」 とい う

宗 教 的 色 彩 を帯 び た 言 葉 で 総 括 し、 さ らにHiersollniemandstrafendennichallein,der

Herr.(「 こ こ で は主 な る 神 で あ る 私 以 外 、 誰 も人 を罰 して は な らな い の だ 。」)と い う発

言 を付 け加 え、 こ こに 一般 化 され た 形 で キ リ ス ト教 的 教 訓 を挿 入 して い る よ う に思 わ れ

る。

e______e

Alsowardderschneyderfurdenhimmelharaul3gestossenandihmseinbrastenunnd

mangelauchentdecktandansliechtharfurgezogenworden.Esistauchzubesorgen,manむ
findederennochvilyetzzuunserenzeyten,soeinen,derineinemlasterkaumeinsstro-

e

halmstieffsteckt,rechtfertigenandstraaffenwollen,unndabersygardarinnersoffen

sind.

(こ う して 仕 立 屋 は 天 国 の 前 へ 追 い 出 され 、 彼 の 欠 陥 も欠 点 も暴 か れ て 明 る み に 出 され

た 。 心 配 す べ き こ とは 、 ほ ん の 少 しの 罪 を犯 した 者 を 非 難 し処 罰 し よ う とす る くせ に、

自分 自 身 は 悪 事 に どっ ぷ り とつ か っ て い る 者 が 昨 今 の 世 の 中 に も多 く見 受 け ら れ る とい

う こ と だ 。)

こ の段 落 で は、furdenhimmelharaul3gestossenと い う部 分 で も前 置 詞furが 現 代 語 の

vorに 対 応 して 用 い られ て い る が 、 さ ら に こ の箇 所 で のeharaul3gestossenが 現 代 語 訳 で は

hinausgestol3enと な り、 本 来 「こち らへ 」 と い う意 味 を 表 わ すharが こ こで はhin「 あ ち

らへ 」 と混 同 され て用 い られ て い る も の と思 わ れ る。 この こ とは現 代 語 のraus(「 外 へ 」)

が 、hinausとheraus両 方 の 意 味 で 用 い らて い る こ とか ら もわ か る 。 ま た 、undihm[_]

harfurgezogenwordenの 文 で は 、 受 動 文 の完 了 形 を表 わ す 完 了 の 助 動 詞sindが 省 略 され

て い る。

さ て 最 後 に仕 立 屋 は 天 国 か ら追 放 さ れ 、 さ ら に彼 のbrastenunndmangelも 暴 か れ て
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明るみ に出されることになるが、ここではebrasten(現 代語 ではGebrechen)と いう

「(身体的)欠 陥、障害」を意味する語が用い られ、これが明らか となると述べ られてい

ることから、グリムではすでに何度か言及されていた仕立屋の足が不 自由であることが、

ヴィクラムでは最後になって暗示されているように思われる。この箇所 に対応 してグリ

ムは、Petrusmul3tedenSchneiderwiederhinausvordenHimmelbringen(「 ペテロは仕

立屋 を再び天国の門前へ連れ出さねばならなかった」)と 書 き改め、仕立屋に天国の中

へ入ることを許 したペテロ自身が自分の責任において仕立屋 を再び外へ連れ出す ことで、

自己の過失の後始末を自らが行って決着をつけるという結末を設定 したもの と考えられ

る。

また語法面では、derennochvil(「 昨今の世の中にも多 く見受けられる人々」)を 受

ける関係代名詞がここではsoで 表現 されてお り、これは現代語の定関係代名詞dieと し

てここでは機能 している。そ して最後の文に現れたaberに ついては、 この接続詞に導か

れる文の定動詞が後置されてお り、従って現代語では語順に影響を与えない並列接続詞

aberが 、この文では従属接続詞的に用い られていることがわかる。

おわりに

さ て ヴ ィ ク ラ ム は 、 上 記 の よ う な教 訓 を こ の話 の 末 尾 に 配 置 す る こ と に よ っ て 読 者 に

道 徳 的 な 戒 め を与 え て い る の だ が 、 グ リム の 再 話 で は次 の よ う なエ ピ ソー ドで この 話 を

締 め 括 っ て い る。

[...],andweilerzerrisseneSchuhehatteanddieFii13evollBlasen,nahmereinen

StockindieHandandzognachWarteinweil,wodiefrommenSoldatensitzenandsich

lustigmachen.

こ こで は 、 天 国 に 入 る こ とが ま だ 許 され な い 者 の 代 表 の よ う にdiefrommenSoldaten

(「敬 慶 な 兵 隊 た ち 」)が 登 場 し 、 彼 ら が 楽 し く過 ご し て い る 場 所 をWarteinweil
　ラ

(「ちょっと待て」)と いう名の村かあるいは宿屋 に見立て、そこへ まめだらけの足 にぼ

ろぼろの靴 を履いて、杖 を手にした仕立屋が向か うとい う場面が付 け加え られている。

これによってグリムは、昔話 によく見 られるような教訓的結末を避け、読者を天国か ら

現実的な日常に引き戻すことで、この話をより親 しみやすいものにしているように思わ

れる。

注:

1)小 澤 俊 夫 『グ リム童 話 の誕 生 聞 くメル ビェ ンか ら読 む メル ビェ ンへ』 朝 日新 聞社1992

年191頁
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2)グ リム では この部 分 をmitnehmenと い う分 離動 詞 で表現 してい る。

3)工 藤康 弘 ・藤代 幸 一 『初期新 高 ドイ ツ語 』大 学書林1992年118頁

4)frnhd.gedenckenの 接 続 法2式gedachteは こ こで は 「考 える、 思 う」 とい う意 味 で は な く、

aufpal3te(注 意 を払 う)と い う意 味 で用 い られて いる。

5)男 性4格 の 定冠 詞denはfUrdenhimmel,durchdenhimmelに は あ るが、 前 置詞inで はin

himmelの よ うに省 略 され る傾 向が 見 られ る。

6)男 性4格 で用 い られ てい るPeterに 語尾nが 付 加 され てい る。

7)Bedingung(Lexer)

8)現 代 語 の接 続法2式wurdeに 対 応 し、 原 文 で はウ ム ラウ トの表 記 が脱 落 した とも考 え られ

る。

9)昔 話 で は 限界 の状 況 で ス トー リー を進 め る こ とが 好 まれ る。(小 澤俊 夫 前 掲書196～

197頁)

10)文 法 的子音 交 替 で現 代 語 のwarに 対応 。

11)nhd.allerbesten

12)小 澤 俊夫 前掲 書208頁

13)小 澤 俊夫 前掲 書212～213頁

14)大 島浩 英 「ドイツ語 前綴 りge一の 変遷 につ い て」(大 手前 女子 短期 大 学 「研 究 収録 」 第15

号1995年87～88頁)

15)こ の テ キス トで は否定 詞nitが6箇 所 に、 そ してnichtの 形 は この1箇 所 にのみ 現 れ、 語形

が まだ定 着 して いない 。

16)小 澤俊 夫 前掲 書217～218頁

17)ヴ ィク ラム の原 文 で は南 部方 言 でsitzenをsein支 配 の動 詞 と して 扱 っ てい るが 、現 代 語訳

で は完了 の助 動詞 にhabenを 用 い てい る。

18)Warteinweilに 対 して小 澤俊 夫 は 「しば し待 て屋」(前 掲 書224頁)、 金 田鬼 一 は 「ち ょい

と待 って屋 」 とい う訳 語 をそ れ ぞ れ与 えて い る。(金 田鬼 一・(訳)『 完 訳 グ リム童 話集

(一・)』 岩 波 書 店1979年350頁)ま た、 グ リム の ドイ ツ語 辞 典 に は こ の項 目の 中 で

Brentanoか らの引 用 として次 の よ うな説 明 が記 され て い る。 。ein...dorf_,dasliegtzwi-

schenholleandKimmelandistganzneutral,esheisztwarteinweil"(「 地 獄 と天 国の 問 に位

置 し、 全 く中 立 的 な村 、 そ れ はwarteinweilと 呼 ば れ る」)(Grimm,J./Grimm,W.:

DeutschesWorterbuch.33Bde.Leipzig1854-1971.(dtv'84)Bd.27.S.2124.

上 記 以 外 の 参 考 文 献:

イ ェ ル ク ・ヴ ィ ク ラ ム(著)名 古 屋 初 期 新 高 ドイ ツ 語 研 究 会(訳)「 道 中 よ も や ま 話 』 講 談 社

2001年

伊 東 泰 治 他(編 著)『 新 訂 ・中 高 ドイ ツ 語 小 辞 典 』 同 学 社2001年

ヤ ー コ プ ・グ リ ム/ヴ ィ ル ヘ ル ム ・グ リ ム(高 木 昌 史/高 木 万 里 子 編 訳)『 グ リム 兄 弟 メ

ル ヘ ン論 集 』 法 政 大 学 出 版 会2008年

ヤ ー コ ッ プ ・グ リ ム 、 ヴ ィ ル ヘ ル ム ・グ リ ム(野 村 泣 訳)『 完 訳 グ リム 童 話 集2』 筑 摩 書 房

2005年

Ebert/Reichmann/Solms/Wegera:FruhneuhochdeutscheGrammatik.Tubingen1993.

Gotze,Alfred:FriihneuhochdeutschesGlossar.7.Aufl.Berlin1967.

Lexer,Matthias:MittelhochdeutschesTaschenworterbuch.38.Aufl.Stuttgart1992.

Paul,Hermann:DeutschesWorterbuch.10.Aufl.Tubingen2002.

Rolleke,Heinz:DieMarchenderBruderGrimm.EineEinfuhrung.(Reclam)Stuttgart2004.

一42一




